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く実験 1) control コンポジットレジンに Triclosan を最終濃度1.0%溶解させたレジンを使用し ， S.mutαns を用
いて以下の実験を行った。
① Triclosan の MIC測定
②寒天平板拡散法による阻止斑形成試験
( in vitro での人工プラーク付着試験
④試料上での菌増殖抑制試験
⑤試料からの Triclosan 溶出濃度の測定
く実験 2) 試作抗菌性モノマーである， 2 -Methacryloyloxyethyl-p-hydroxy benzoate (MBA モノマー，最終濃
度1.6ないし3.3%) または， 12-Methacryloyloxydodecylpyridinium bromide (MDPB モノマー，最終濃度0.1ないし
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⑬ S.sanguお， L.cαsei， A. viscosus の各試料への付着試験
⑭ MDPB モノマー配合による機械的性質への影響の検討
【結果】
<実験 1> ① Triclosan 含有試料は阻止斑の形成を認めず，試料からの薬剤溶出濃度は MIC を下回る微量であっ
たが，プラーク付着ならびに菌増殖に対して抑制効果を有していた。
<実験 2> ①実験 1 同様，試作抗菌性モノマー含有試料は阻止斑の形成を認めないにもかかわらず，プラーク付
着ならびに菌増殖に対して抗菌効果を有していた。 2 種の試作モノマーのうちでは， MDPB モノマー含有試料によ
り強い効果が認められた。
②溶出試験の結果， 6 カ月まで検出限界を越える未重合 MDPB モノマーの溶出は認められなかった。また， MDPB 
モノマーの重合率は高く，重合性に問題はなかった。
③研磨後および 3 カ月水中浸漬後も MDPB モノマー含有試料は抗菌性が認められた。また唾液処理により抗菌効
果は減弱したが， 0.2%試料においてなお効果が残存していた。
④ MDPB モノマー含有試料と control 間で，表面粗さおよび接触角に差はなかった。また MDPBモノマー含有試料
は殺菌効果を有していた。
⑤ MDPB モノマー含有試料はタンパク吸着量が control よりも少なかった。
⑥ MDPB モノマー含有試料は S.mutαns 以外の菌に対しても付着抑制効果を有していた。
⑦ MDPB モノマー含有試料と control 聞に機械的性質の差は認められなかった。
【結論】









その結果， 2 種の抗菌剤 4 -Hydroxybenzoic acid methyl ester および:12-Hydroxydodecy lpyridini um bromide に
メタクリロイル基を導入した抗菌性モノマーを組込んだコンポジットレジンは，水溶媒環境の条件下で抗菌性モノマー
の溶出を認めないにもかかわらず，硬化レジン表面で Streptococcus mutαns をはじめ数種の口腔分離菌に対して抗
菌性を示すことが確認された。また，この抗菌効果は長期間持続すること，ならびに，レジンを唾液処理しても効果
が消失しないことも明らかにされた。一方，試作抗菌性モノマーのコンポジットレジン中での重合性は良く，抗菌性
モノマーを組込んだコンポジットレジンとそれを含まないレジンの間に，機械的性質の差がないことが確認された。
この業績は，コンポジットレジン修復物表面において，抗菌性成分の溶出によらずに抗菌性を発現しうる，いわゆ
る薬剤非溶出型抗菌性コンポジットレジンという新しい修復材料の実用化への端緒を開いたものであり，博士(歯学)
の学位請求に十分値するものと認める O
ハυつd??
